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三条市農業委員会総会議事録

日 時 平成２８年１月２９日 午後３時

場 所 三条市役所 本庁舎４階全員協議会室

会議に付した議題

議第 １号 農用地利用集積計画の承認について

議第 ２号 農用地利用配分計画（案）に対する意見について

議第 ３号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について

議第 ４号 事業計画変更申請について

議第 ５号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につい

て

議第 ６号 農業振興地域整備計画の農用地利用計画変更に係る意見につい

て

議第 ７号 非農地通知の取消願いについて

議第 ８号 平成２８年度農作業賃金・機械作業料金について

報告事項 報第 １号 第２調査部会の調査結果報告について

報第 ２号 農政対策部会の結果報告について

報第 ３号 農地法第１８条第６項の規定による解約通知について

報第 ４号 農用地利用集積計画（利用権設定）の解約通知について

報第 ５号 作付変更届について

報第 ６号 農地法第３条の３第１項の届出について

出席委員 ３２名

１番 渡 邉 一 英 委員 ３番 嘉 藤 太加雄 委員

４番 藤 田 吉 則 委員 ５番 桒 原 一 郎 委員

６番 野 﨑 文 夫 委員 ７番 五十嵐 秀 一 委員

８番 蒲 澤 正 委員 ９番 大 桃 伸 之 委員

１０番 眞 野 薫 委員 １１番 坂 井 良 雄 委員

１２番 大 竹 正 信 委員 １３番 原 正 利 委員

１４番 羽 生 俊 昭 委員 １５番 刈 屋 一 夫 委員

１６番 佐 藤 満 委員 １７番 捧 譽 委員

１８番 内 山 清 委員 １９番 佐 藤 裕 雄 委員

２０番 村 井 善一郎 委員 ２１番 阿 部 新一郎 委員

２２番 阿 部 眞佐雄 委員 ２３番 田 邉 稔 委員

２４番 阿 部 銀次郎 委員 ２５番 清 野 秀 作 委員
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２６番 星 野 英 治 委員 ２７番 内 山 敏 雄 委員

２８番 渡 邊 勝 夫 委員 ３０番 原 田 勝 委員

３１番 小 林 茂 宏 委員 ３２番 坂 井 浩 行 委員

３３番 横 山 一 雄 委員 ３４番 廣 川 哲 也 委員

欠席委員 ２名

２番 村 山 佐喜雄 委員 ２９番 熊 倉 睦 委員

職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 堀 雅 志

経営基盤係副参事 渡 辺 正 美

経営基盤係主任 堀 江 定 昭

経営基盤係主任 高 野 久美子

午後３時１０分 開会及び開議

議長（野﨑会長）

それでは、定刻になりましたので、１月の定例総会を開会したいと思います。

（挨拶 略）

これより会議に入ります。

最初に、出席状況を申し上げます。定員３５名のところ、現在員３４名、出席３２名、

欠席２名で会議は成立いたします。

なお、議事録の署名委員につきましては、定めにより私から指名をいたします。１１

番、坂井良雄委員、２５番、清野秀作委員を指名いたしますので、よろしくお願いいた

します。

それでは、早速議事に入ります。

議第１号『農用地利用集積計画の承認について』を議題といたします。

なお、１番、渡邉一英委員、３番、嘉藤太加雄委員、７番、五十嵐秀一委員、９番、

大桃伸之委員、１６番、佐藤満委員、２４番、阿部銀次郎委員、２５番、清野秀作委員、

２７番、内山敏雄委員、以上の委員は農業委員会等に関する法律第２４条１項の規定に

基づき、議事参与の制限により、本議案終了まで退席をお願いいたします。

（午後３時２０分 １番渡邉一英委員、３番嘉藤太加雄委員、７番五十嵐秀一委員、

９番大桃伸之委員、１６番佐藤 満委員、２４番阿部銀次郎委員、

２５番清野秀作委員、２７番内山敏雄委員退席）

議長（野﨑会長）

それでは、事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

それでは、議第１号『農用地利用集積計画の承認について』ご説明いたします。

最初に、所有権移転に係る案件につきましてご説明申し上げます。議案の２ページを
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お開きをお願いいたします。今月の申請は６件で、合計面積１万６，９７２㎡でありま

す。

なお、いずれも先ほど開催されました農地銀行委員会であっせん委員より報告をいた

だいた案件であります。

１ページにお戻りをお願いいたします。６１８番は、東鱈田地内の農地２筆、２，９

９３㎡をあっせんによる売買により取得したいものであります。価格は、１０ａ当たり

約〇〇〇万〇，〇〇〇円であります。

６１９番は、院内地内の農地２１筆、５，９８２㎡をあっせんによる売買により取得

したいものであります。価格は１０ａ当たり約〇万円であります。

６２０番は、鬼木新田地内の農地２筆、３，９３２㎡をあっせんによる売買により取

得したいものであります。価格は１０ａ当たり約〇〇万〇，〇〇〇円であります。

６２１番は、下保内地内の農地１筆、１，２５９㎡をあっせんによる売買により取得

したいものであります。価格は１０ａ当たり〇〇万円であります。

６２２番は、同じく下保内地内の農地２筆、１，５６９㎡をあっせんによる売買によ

り取得したいものであります。価格は１０ａ当たり約〇〇万〇，〇〇〇円であります。

６２３番は、中野原地内の農地１筆、１，２３７㎡をあっせんによる売買により取得

したいものであります。価格は１０ａ当たり〇〇万円であります。

続きまして、利用権設定に係る案件につきましてご説明を申し上げます。議案の４０

ページをお開きをお願いいたします。４０ページでございます。今月の申請は、新規設

定６９件、面積４５万９，７９６．９３㎡、再設定３７件、面積２０万７，９２２㎡、

合計では１０６件、面積６６万７，７１８．９３㎡であります。

それでは、戻りまして、３ページの６２４番から順に説明をいたします。

なお、利用権を設定する者、受ける者、契約の種類、期間及び１０ａ当たり賃借料に

つきましては記載のとおりでございますので、説明を省略させていただきます。

６２４番から、１１ページになりますが、１１ページの６５２番までの２９件につき

ましては、相対でそれぞれ新規に利用権設定するものであります。

６２４番から順にご説明申し上げます。

６２４番は、石上３丁目地内の農地２筆、１，８３０㎡、６２５番は井栗地内の農地

３筆、３，３３４㎡、６２６番は須頃３丁目地内の農地１筆、１，４６５㎡、６２７番

は東光寺地内の農地７筆、１万７，４４０㎡、６２８番は南入蔵地内外の農地計１０筆、

２万２９．４５㎡、６２９番は若宮新田地内外の農地計４筆、１万６２０㎡、６３０番

は笹岡地内の農地１筆、４２５㎡、６３１番は同じく笹岡地内の農地１筆、１，５０１

㎡、６３２番は棚鱗地内の農地２筆、５，２８９㎡、６３３番は長野地内の農地１筆、

３，００８㎡、６３４番は森町地内の農地３筆、５，９１３㎡、６３５番は同じく森町

地内の農地４筆、７，８８９㎡、６３６番は塚野目１丁目地内の農地１筆、１，４１４

㎡、６３７番は井栗１丁目地内の農地１筆、２，０２３㎡、６３８番は柳橋新田地内の

農地５筆、３，３８７㎡、６３９番は三柳地内の農地５筆、３，８８６．９１㎡、６４

０番は篭場地内外の農地計４筆、２，２０５㎡、６４１番は福島新田地内の農地５筆、
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１万４０３㎡、６４２番は鬼木地内外の農地計４筆、７，４５９㎡、６４３番は笹岡地

内の農地２筆、２，９６７㎡、６４４番は東裏館３丁目地内の農地１筆、１，０００㎡、

６４５番は栗林地内の農地３筆、２，１９３㎡、６４６番は長嶺地内の農地９筆、７，

４３３．０６㎡、続きまして６４７番は吉田地内の農地１６筆、３，１３２．７３㎡、

６４８番は月岡地内外の農地計３筆、１，７３９㎡、６４９番は代官島地内外の農地計

４筆、３，８４２㎡、６５０番は笹岡地内外の農地計８筆、７，０２４㎡、６５１番は

楢山地内の農地１筆、１，１８８㎡、６５２番は同じく楢山地内の農地１筆、５０５㎡、

以上２９件につきましては相対で新規にそれぞれ利用権設定するものであります。

次の６５３番から１７ページになりますが、１７ページの６７３番までの２１件につ

きましては、農地利用集積円滑化団体であるにいがた南蒲農業協同組合を通して新規に

それぞれ利用権設定をするものであります。

６５３番は、如法寺地内の農地２筆、１，９２１㎡、６５４番は長嶺地内の農地２筆、

３，８１７㎡、６５５番は金子新田地内外の農地計３筆、８，１５１㎡、６５６番は西

中地内の農地１筆、１，１４７㎡、６５７番は月岡４丁目地内の農地３筆、１，０３６

㎡、６５８番は吉田地内の農地３筆、５，９１９㎡、６５９番は如法寺地内の農地１筆、

６６４㎡、６６０番は長嶺地内の農地２筆、１，８９０㎡、６６１番は西本成寺地内の

農地１９筆、１万３，１０２．１３㎡、６６２番は如法寺地内の農地２筆、１，５４５

㎡、６６３番は吉田地内外の農地計３筆、７，９６８㎡、６６４番は五明地内の農地１

筆、９６１㎡、６６５番は東鱈田地内の農地５筆、２，９８３㎡、６６６番は吉田地内

外の農地計４筆、７，７５２㎡、６６７番は如法寺地内の農地２筆、２，６８５㎡、６

６８番は月岡地内の農地４筆、１，９７２㎡、６６９番は月岡地内外の農地計６筆、３，

８１１㎡、６７０番は長嶺地内の農地２筆、１，２９２㎡、６７１番は同じく長嶺地内

の農地１０筆、１万３，４４４．１０㎡、６７２番は東鱈田地内の農地２筆、１，９４

２㎡、６７３番は下保内地内の農地１筆、９，７８１㎡、以上２１件は、にいがた南蒲

農業協同組合を通して新規にそれぞれ利用権設定をするものであります。

次の６７４番から２８ページになります。２８ページの６９２番までの１９件につき

ましては、農地中間管理事業に伴い、公益社団法人新潟県農林公社が新規に利用権設定

するものであります。

それでは、６７４番から順にご説明をいたします。

６７４番は、牛ケ首地内の農地１５筆、６，４５４㎡、６７５番は西中地内外の農地

計１１筆、２万１，５９０㎡、６７６番は福島新田地内の農地１４筆、２，４７２㎡、

６７７番は福島新田地内外の農地計１０筆、１万８，１０６㎡、６７８番は岩淵地内外

の農地計７筆、５，８８０．６０㎡、６７９番は楢山地内外の農地計１５筆、２万３，

８３０㎡、６８０番は笹岡地内外の農地計１４筆、１万４，２０４㎡、６８１番は中野

原地内の農地５筆、６，２１６㎡、６８２番は笹岡地内の農地１０筆、１万１，５５０

㎡、６８３番は荻堀地内外の農地計１５筆、１万４，７２６㎡、６８４番は原地内の農

地１４筆、１万３，５２３㎡、６８５番は笹岡地内外の農地計１５筆、３万１，４６１

㎡、６８６番は下大浦地内の農地９筆、５，１８５㎡、６８７番は大平地内の農地１筆、
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２，９０４㎡、６８８番は北五百川地内の農地２１筆、９，７８６．７４㎡、６８９番

は同じく北五百川地内の農地４筆、３，３３６㎡、６９０番は桑切地内の農地２０筆、

１万４，５８４．６１㎡、６９１番は駒込地内外の農地計２７筆、１万８，９５６．６

０㎡、６９２番は落合地内の農地１筆、７０３㎡、以上１９件につきましては、新潟県

農林公社が新規に利用権設定をするものであります。

次の６９３番から４０ページになります。４０ページの７２９番までの３７件につき

ましては、再設定でありますので、説明省略させていただきます。

続きまして、利用権変更に係る案件につきましてご説明申し上げます。４１ページを

お開きお願いいたします。

記載の２９３番につきましては、昨年１２月総会におきまして、名下地内の農地５筆、

１万１，５９７㎡について、公益社団法人新潟県農林公社が新規に１０年間、利用権設

定をすることでご承認をいただいたところでございますが、５筆のうち字若森３１７番

地の１、９７５㎡及び字下タ平２３８４番地、３，５２５㎡の２筆について、所有者が

死亡していることから相続人全員の同意を得た上で手続を行わなければならなかったと

ころ、相続人全員の同意を得られていないことが判明をしたため取り消しをするもので

す。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。

失礼いたしました。議第１号の説明の後でございますが、大変恐縮ですが、議案訂正

のお願いと、併せてお詫びを申し上げたいと思います。お手元に配付させていただきま

した議第１号正誤表をごらんをいただきたいと思います。３３ページになります。７０

６番でありますが、３１５９番地、３１６０番地及び３１６３番地の現況地目が「畑」

と記載してございますが、正しくは３筆とも「田」、また１０ａ当たり賃借料が「９，７

０９円」と記載してございますが、正しくは「２万円」でございましたので、訂正をお

願いいたします。大変申しわけございませんでした。

以上でございます。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入る前に、先日調査部会で調査をいただいておりますので、その結

果を報告願います。

第２調査部会長は、私の隣に着席願います。

２１番、阿部新一郎委員。

第２調査部会長（２１番阿部新一郎委員）

皆さん、お疲れさまでございます。それでは、第２調査部会の調査結果についてご報

告いたします。

第２調査部会では、１月２５日、降雪による道路渋滞のため、開会時間を１時間１０

分繰り下げ、午前１０時１０分から厚生福祉会館第２集会室におきまして、部会員と野

﨑会長出席のもと会議を開催いたしました。
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事務局より日程説明、議案説明を受け、全案件について意見決定を経て、午前１１時

１０分に閉会いたしました。

ただいま意見が求められております議第１号『農用地利用集積計画の承認について』

は、所有権移転６件、新規設定６９件、再設定３７件、合計件数１１２件です。面積６

８万４，６９０．９３㎡及び利用権変更１件、変更後面積７，０９７㎡で、書類審査及

び事務局から詳細説明を受け、新潟県農林公社に係る案件以外の９３件につきましては、

いずれも農地の効率的利用、農作業に常時従事すると認められることなど、農業経営基

盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、また新潟県農林公社が利用権設

定及び変更をする２０件につきましてもいずれも農地中間管理事業を推進し、農用地の

利用の効率化及び高度化の促進を図ることから、全件承認相当といたしました。

以上であります。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。なお、委員の質問

等の発言については挙手をし、発言を求め、議長の許可を得てから発言をお願いいたし

ます。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第１号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

退席委員の着席をお願いします。

（午後３時４５分 １番渡邉一英委員、３番嘉藤太加雄委員、７番五十嵐秀一委員、

９番大桃伸之委員、１６番佐藤 満委員、２４番阿部銀次郎委員、

２５番清野秀作委員、２７番内山敏雄委員着席）

議長（野﨑会長）

退席された委員に報告いたします。

議第１号『農用地利用集積計画の承認について』は、調査部会長の調査結果報告のと

おり承認することに決しました。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』を議題と

いたします。

なお、３２番、坂井浩行委員は、農業委員会等に関する法律第２４条１項の規定に基

づき、議事参与の制限により、本議案終了まで退席をお願いいたします。

（午後３時４６分 ３２番坂井浩行委員退席）

議長（野﨑会長）
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事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

それでは、議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』ご説明をい

たします。

４２ページをお開きをお願いいたします。三条市長からの諮問書の写しでございます。

４３ページは、議第２号の参考としまして、農地中間管理事業の推進に関する法律第

１９条を添付させていただきました。

本議案は、議第１号『農用地利用集積計画の承認について』でご審議をいただきまし

た公益社団法人新潟県農林公社が農地中間管理事業により、新規に利用権設定をする農

用地、２２万５，４６８．５５㎡の利用配分計画（案）及び昨年の１２月総会におきま

して異議ないものと認めた利用配分計画（案）の変更についてご審議をお願いするもの

でございます。

農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第２項の規定に基づき、三条市が作成

する農用地利用配分計画（案）について、同法第１９条第３項の規定により、当農業委

員会の意見を求められているものでございます。

なお、議第２号参考といたしまして、昨年１２月末現在の借り受け希望者リストを送

付させていただいておりますので、併せてごらんをいただきたいと思います。

それでは、配分計画（案）をご説明いたします。４４ページをお願いいたします。一

番左側の番号欄の括弧内に記載しております番号は、ご審議をいただきました議第１号

『農用地利用集積計画の承認について』に対応する番号でございます。

なお、借受人、契約の種類、期間及び１０ａ当たり賃借料、受け人の状況につきまし

ては、記載のとおりですので、説明を省略させていただきます。

１番は、議第１号の６７４番におきまして、新潟県農林公社が利用権を設定する牛ケ

首地内の農地１５筆、６，４５４㎡を記載の借受人に新規に貸し付けをしたいとするも

のでございます。

２番は、６７５番、西中地内外の農地計１２筆、２万１，５９０㎡、３番は６７６番、

福島新田地内の農地１４筆、２，４７２㎡、４番は６７７番、新堀地内の農地１筆、２，

９９９㎡、５番は６７７番及び６７８番、福島新田地内外の農地計１６筆、２万９８７．

６０㎡、６番は６７９番、楢山地内外の農地計１２筆、１万４，４４５㎡、７番は同じ

く６７９番、笹巻地内の農地３筆、９，３８５㎡、８番は６８０番、６８１番、６８２

番、６８３番、６８４番及び６８５番、中野原地内外の農地計７３筆、９万１，６８０

㎡、９番は６８６番、下大浦地内の農地９筆、５，１８５㎡、続きまして１０番は６８

７番、大平地内の農地１筆、２，９０４㎡、１１番は６８８番、北五百川地内の農地２

１筆、９，７８６．７４㎡、１２番は６８９番、北五百川地内の農地４筆、３，３３６

㎡、１３番は６９０番、桑切地内の農地２０筆、１万４，５８４．６１㎡、１４番は６

９１番、駒込地内外の農地計２７筆、１万８，９５６．６０㎡、１５番は６９２番、落

合地内の農地１筆、７０３㎡、以上１５件につきましては、それぞれ記載の借受人に新

規に貸し付けをしたいとするものでございます。
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５２ページをお願いいたします。５２ページでございますが、昨年１２月総会におき

まして、異議ないものと認めた利用配分計画（案）の変更についてご審議をお願いする

ものでございます。

６番につきましては、農地の集約化を図るため、記載の借受人から記載の借り受け人

に変更するものでございます。そのほかは変更ございません。

４６番は、議第１号『農用地利用集積計画の承認について』におきまして、利用権変

更についてご審議をいただいた案件でございます。昨年１２月総会におきまして、記載

の借受人に名下地内の農地５筆、１万１，５９７㎡を配分することで異議ないものと認

めた案件でございますが、５筆のうち、字若森３１７番地の１、９７５㎡及び字下タ平

２，３８４番地、３，５２５㎡の２筆について、所有者が死亡していることから相続人

全員の同意を得た上で手続を行わなければならなかったところ、相続人全員の同意を得

られていないことが判明したため、この２筆、４，５００㎡を配分計画（案）から削除

し、農地３筆、７，０９７㎡を配分したいとするものでございます。そのほかについて

は変更はございません。

以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果を報告を願います。

２１番、阿部新一郎委員。

第２調査部会長（２１番阿部新一郎委員）

議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』は、配分計画（案）１

５件、面積２２万５，４６８．５５㎡及び配分計画（案）の変更２件、変更後面積９，

１２０㎡で、農用地の利用の効率化及び高度化の促進を図る観点から、全件異議ないも

のと認めるという意見であります。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第２号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』は、農用地

の利用の効率化及び高度化の促進を図る観点から異議ないものと認めることで答申しま

す。

退席委員の着席を願います。
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（午後３時５５分 ３２番坂井浩行委員着席）

議長（野﨑会長）

退席された委員に報告します。

議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』は、調査部会長の調査

結果報告のとおり、農用地の利用の効率化及び高度化の促進を図る観点から異議ないも

のと認めることで答申することに決しました。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第３号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』を議題

といたします。

なお、１８番、内山清委員は、農業委員会等に関する法律第２４条１項の規定に基づ

き、議事参与の制限により、本議案終了まで退席を願います。

１８番（内山 清委員）

１８番、内山です。次の議案に私の関連の件がありますので、議事参与の制限により

退席いたします。

（午後３時５６分 １８番内山 清委員退席）

議長（野﨑会長）

事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

では、議第３号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』ご説明いたし

ます。

議案の５５ページをお願いいたします。今月の申請は５件で、合計面積３万７，８１

２．６０㎡であります。

５３ページにお戻りをお願いいたします。５８番は、西本成寺２丁目地内外の農地計

２筆、９７㎡を譲り受け人が経営規模拡大のため、売買により取得するものであります。

価格は、１０ａ当たり〇〇万円であります。

５９番は、矢田地内外の農地計２３筆、４，４６８㎡を譲り受け人が経営規模拡大の

ため、売買により取得するものであります。価格は、１０ａ当たり約〇〇万円でありま

す。

６０番は、下須頃地内の農地１筆、４２㎡を譲り受け人が譲り渡し人の要望により、

贈与により取得するものであります。

６１番は、花渕地内外の農地計１３筆、１万３，３３０㎡を譲り渡し人が経営の若返

りで設定した使用貸借契約期間が満了するため、再設定をするものであります。

６２番は、駒込地内外の農地計３１筆、１万９，８７５．６０㎡を同じく譲り渡し人

が経営の若返りで設定した使用貸借契約期間が満了するため、再設定をするものであり

ます。

以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）
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ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果を報告を願います。

２１番、阿部新一郎委員。

第２調査部会長（２１番阿部新一郎委員）

議第３号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』は、売買によるもの

２件、贈与によるもの１件、使用貸借によるもの２件、合計件数５件、面積３万７，８

１２．６０㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、いずれも譲り受け人

の経営面積や機械、労働力、技術、下限面積などの許可要件を全て満たしており、全件

許可相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第３号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

退席委員の着席を願います。

（午後４時１０分 １８番内山 清委員着席）

議長（野﨑会長）

退席された委員に報告します。

議第３号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』は、調査部会長の調

査結果報告のとおり許可することに決しました。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第４号『事業計画変更申請について』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

では、議第４号『事業計画変更申請について』ご説明いたします。

議案の５６ページをお開きをお願いいたします。今月の申請は２件で、合計面積６９

８㎡であります。

２５番は、上保内地内の農地１筆、１７１㎡を売買により取得し、既存宅地２２４．

１９㎡と一体利用し、住宅１棟の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、

１㎡当たり約〇万〇，〇〇〇円でございます。場所につきましては、ＪＲ保内駅南西１

００ｍ付近で、３００ｍ以内に駅があることから、農用地区分は第３種農地と判断され
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ます。なお、本申請につきましては議第５号の８７番で農地法第５条の許可申請がなさ

れております。

２６番は、直江町４丁目地内の農地２筆、５２７㎡を売買により取得し、住宅１棟及

び資材置き場の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約〇万

〇，〇〇〇円でございます。場所につきましては、三条直江簡易郵便局南西７００ｍ付

近で、都市計画用途地域の工業地域内にあることから、農用地区分は第３種農地と判断

されます。なお、本申請につきましても議第５号の８８番で農地法第５条の許可申請が

なされております。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果報告をお願いいたします。

２１番、阿部新一郎委員。

第２調査部会長（２１番阿部新一郎委員）

議第４号『事業計画変更申請について』は、合計件数２件、面積６９８㎡で、書類審

査及び現地確認結果など詳細説明を受け、立地基準及び一般基準を満たしており、全件

承認相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第４号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第５号『農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につ

いて』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

それでは、議第５号『農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につい

て』ご説明いたします。

５８ページをお開きをお願いいたします。今月の申請は７件で、合計面積１万３，２

６８㎡であります。
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では、５７ページにお戻りをお願いいたします。８７番及び８８番は、先ほどご審議

いただきました議第４号『事業計画変更申請について』の２５番及び２６番でそれぞれ

ご説明させていただいた内容と同じでございますので、説明は省略をさせていただきま

す。

８９番は、興野３丁目地内の農地１筆、３８０㎡を賃貸借権の設定により、既存宅地

２２㎡と一体利用し、駐車場の用地として利用したいものです。場所につきましては、

三条塚野目郵便局南東３００ｍ付近で、都市計画用途地域の近隣商業地域内にあること

から、農用地区分は第３種農地と判断されます。

９０番は、柳沢地内の農地３筆、１４７㎡を使用貸借権の設定により、既存宅地等８

４．８㎡と一体利用し、住宅１棟及び駐車場の用地として利用したいものです。場所に

つきましては、県立三条テクノスクール東側３００ｍ付近で、住宅等が連たんする区域

内の農地であることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。

９１番は、直江町４丁目地内の農地１筆、１，３１５㎡を売買により取得し、工場１

棟の用地として利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約〇万〇，〇〇〇

円であります。場所につきましては、三条直江簡易郵便局南西６００ｍ付近で、都市計

画用途地域の工業専用地域内にあることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。

続きまして、９２番は、善久寺地内の農地２筆、１，７９５㎡を売買により取得し、

払い下げ予定の既存水路敷３７㎡と一体利用し、駐車場及び通路の用地として利用した

いものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約〇，〇〇〇円であります。場所につきま

しては、ＪＡにいがた南蒲いちい支店西側１００ｍ付近で、住宅や業務施設等が連たん

する区域内の農地であることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。

９３番は、田屋地内の農地４筆、８，９３３㎡を使用貸借権の設定により、砂利採取

のため、平成２８年３月１５日から平成２９年１２月１４日まで一時転用地として利用

したいものです。場所につきましては、田屋ふれあいセンター西側４００ｍ付近で、農

振農用地区域内の農地でございます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果を報告を願います。

２１番、阿部新一郎委員。

第２調査部会長（２１番阿部新一郎委員）

議第５号『農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について』は、合

計件数７件、面積１万３，２６８㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、

いずれも立地基準及び一般基準を満たしており、全件許可相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）
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ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第５号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

なお、ただいま許可相当とした案件については県農業会議へ諮問し、答申があった後

に許可といたします。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第６号『農業振興地域整備計画の農用地利用計画変更に係る意見につ

いて』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

それでは、議第６号『農業振興地域整備計画の農用地利用計画変更に係る意見につい

て』ご説明をいたします。

今回ご審議をいただく案件の中に、土地改良事業完了後、８年未経過の土地はござい

ません。

最初に、三条地区についてご説明いたします。議案の５９ページをお願いいたします。

三条地区でご審議をいただく案件は重要変更１件であります。

申請者は、株式会社アクティスであります。位置につきましては、６０ページの変更

（案）箇所詳細図をごらんいただきたいと思います。申請土地は、東本成寺５１０番地

の１筆、地目は田、面積は１，００１㎡でございます。申請者は、隣接地でスイミング

スクールを営む事業所です。変更理由は、会員数の増加及び借用駐車場の返還に対応す

るため、申請地に駐車場を設置したいものであります。位置選定に当たり、付近の用途

地域及び農振白地地域では土地所有者の利用予定があること等で断念し、駐車場利用者

の利便性等を考慮し、スクール校舎と隣接している申請地を選定されたものです。施設

の概要は、会員及び従業員用駐車場４２台分となっております。

次に、栄地区についてご説明をいたします。６１ページをお願いいたします。栄地区

でご審議をいただく案件は重要変更１件であります。

申請者は、宮島儀一さんでございます。位置につきましては、６２ページの変更（案）

箇所詳細図をごらんください。申請土地は、吉野屋字餅田１０１９番地の１筆、地目は

田、面積は５１５㎡であります。申請者は、吉野屋地内に居住し、建築業を営んでいる

者で、作業所と資材置き場がある借地を土地所有者の意向により返還しなければならな

くなったため、自宅事務所付近で新たに作業所と資材置き場を設置するものです。位置

選定に当たり、付近の農振白地地域内を検討されたものの、所有者の利用予定があるこ

とや地権者の同意が得られなかったことから断念し、自己所有する資材置き場用地と一
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体利用できることから、当該地を選定されたものです。施設の概要は、建築業の作業所

１棟であります。

次に、下田地区についてご説明いたします。６３ページをお願いいたします。下田地

区でご審議をいただく案件は重要変更２件であります。

それでは、１件目についてご説明いたします。申請人は、有限会社弥久保商店であり

ます。位置につきましては、６４ページの変更（案）箇所詳細図をごらんください。申

請土地は、荻堀字京坪１０９７番地の３の１筆、地目は田、面積は１，２１２㎡であり

ます。申請者は、鋼材の組み立て販売業を営んでおり、今後の受注増加に対応するため、

申請地に完成部品の一時保管用倉庫を建設したいものであります。位置選定に当たり、

付近の農振白地地域内には未利用地がないために断念し、既存施設との一体性が図れる

最適地ということで、南側隣接地である当該地を選定されたものであります。施設の概

要は、倉庫１棟となっております。

次に、２件目についてご説明いたします。申請者は、岡田敏さんであります。位置に

つきましては、６５ページの変更（案）箇所詳細図をごらんいただきたいと思います。

申請土地は、北五百川字駒木野３０８１番地の１の１筆、地目は畑、面積は７４㎡でご

ざいます。申請者は、申請地の隣接地に居住している農業者であります。市道横沢線道

路改良事業のため、今までの乗り入れ通路が使用できなくなったため、申請地を通路と

して使用したいものです。施設の概要は、通路となっております。

以上、合計４件であります。ご審議の上、意見決定賜りますようお願いいたします。

以上でございます。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑の前に調査部会の調査結果を報告を願います。

２１番、阿部新一郎委員。

第２調査部会長（２１番阿部新一郎委員）

議第６号『農業振興地域整備計画の農用地利用計画変更に係る意見について』は、三

条地区で件数１件、面積１，００１㎡、栄地区では件数１件、面積５１５㎡、下田地区

では件数２件、面積１，２８６㎡、合計件数４件、合計面積２，８０２㎡で、書類審査

及び現地確認結果など詳細説明を受けて、全件変更やむを得ないものと認めるという意

見であります。

以上であります。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第６号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。
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（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第７号『非農地通知の取消願いについて』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（堀事務局長）

それでは、議第７号『非農地通知の取消願いについて』ご説明をいたします。

議案の６６ページをお願いをいたします。１番、吉野屋地内の２筆、合計１２２㎡に

ついて非農地通知の取消願いがあったものです。

該当する土地は、平成２０年度に現地調査を経て、１０月総会で遊休農地と判断し、

平成２０年１１月５日付で所有者に非農地通知書を送付したものです。

農地法第２条第１項の農地に該当しないと判断されたことから、現況地目を遊休農地

として農地台帳から除外いたしましたが、このたび畑として利用し、今後も引き続き畑

として管理することから、非農地通知の取消願いがあったものです。

以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果を報告を願います。

２１番、阿部新一郎委員。

第２調査部会長（２１番阿部新一郎委員）

議第７号『非農地通知の取消願いについて』は、件数１件、願い出者１名の申請につ

いて、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、農地法第２条第１項の農地に該

当することから、取消願いは適当と判断いたしました。

以上であります。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第７号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり非農地通知の取り消しをすることにご異議ござい

ませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

第２調査部会長は、自席へお戻りください。どうもご苦労さまでした。
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議長（野﨑会長）

続きまして、議第８号『平成２８年度農作業賃金及び機械作業料金について』を議題

といたします。

この案件につきましては、今までも総会に上程させていただいて農政対策部会に付託

を申し上げ、議論していただいた経緯があります。今回も農政対策部会に付託したらい

かがとご提案申し上げます。いかがでしょうか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

なお、この件につきまして、皆様のほうから何か要望的なものはありませんでしょう

か。

ないようですので、議第８号につきましては、農政対策部会に付託をいたすことにい

たします。

議長（野﨑会長）

以上で議事が終わりましたので、報告事項に移ります。

報第１号につきましては、ただいま議事の中で報告をいただいておりますので、省略

をいたします。

議長（野﨑会長）

それでは、報第２号『農政対策部会の結果報告について』、農政対策部会長より報告を

願います。

農政対策部会長は、私の隣に着席願います。

１５番、刈屋一夫委員。

農政対策部会長（１５番刈屋一夫委員）

本年もよろしくお願いいたします。それでは、報告いたします。

昨年１１月３０日の総会終了後、農政対策部会に対して参考賃借料の設定についての

検討依頼がありましたので、これを議題といたしまして、１２月２２日、野﨑会長、村

山会長代理、原部会長代理、私と事前打ち合わせを行い、１月２５日午後１時３０分か

ら野﨑会長の出席を得て農政対策部会を開催いたしました。その概要についてご報告い

たします。

ご承知のように、農地法が改正され、平成２１年度から標準小作料制度が廃止されま

した。それにかわるものとして、農林水産省が示している農地法の運用の中で賃貸借契

約を締結する場合の目安となるような地域の実情を踏まえた賃借料情報を提供すること

としており、三条市農業委員会におきましても平成２１年度以降は毎年、前年に締結さ

れた賃借料情報を提供してまいりました。
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これに対して、参考賃借料とは、以前の標準小作料と異なり、契約金を拘束するもの

ではありませんが、標準小作料に準じて粗収入から生産費用等を差し引いた金額を賃借

料とすることが一般的な方法であると認識しております。

県内では、上越市や村上市の農業委員会が参考賃借料を設定しましたが、上越市では

県普及指導センター、農協、貸し手側、借り手側、農業委員会で組織する上越市参考賃

借料検討会を設け、設定いたしました。対象となる地域は、圃場整備や農地の流動化が

進む平場のみとし、１０ｈａ程度の水田を経営するケースを想定し、コシヒカリを７割、

こしいぶきを３割とし、算定しております。ただし、実際の契約においては、個々の実

情により条件が異なりますので、貸し手、借り手両者で十分協議してくださいとしてお

ります。

三条市における平成２７年に利用権設定された賃借料の傾向といたしましては、三条

地区、栄地区、下田地区ともかなり下がっております。こうした実情を踏まえながら、

三条市農業委員会として参考賃借料を設定するべきかどうか意見交換を行いましたので、

その要旨についてご報告いたします。

利用権設定の契約額に大きな開きがある。それぞれの実情に合わせて相対で価格を設

定している現状であり、参考賃借料を示すことは逆に混乱を招くことになるのではない

か。

その地域の関係者が集まって賃借料を決めているところは参考賃借料は示すことで、

やはり混乱を招くことが懸念される。

地域や場所によって、圃場の条件、土地改良費の負担額などが異なる中、正しい賃借

料というものはない。貸し手、借り手の歩み寄りで決まるものである。

受け手の経営規模も大小いろいろであり、一定基準の収支計算によって算定される参

考賃借料は実情に合わない。

参考賃借料を示すことで、それが標準となり、今まで話し合いで決めていたところが

振り出しに戻ってしまう。

以上の意見を踏まえて、農政対策部会の結論としましては、法律で定めることとされ

ていた標準小作料制度が廃止されることもあり、現在締結している賃借料には大きな開

きがある。受け手の経営規模や圃場の条件、土地改良費の負担などによって差が生じる

ものであり、多くの出し手、受け手にとって参考となる金額を示すことは難しく、混乱

を招くことから、参考賃借料は示さないという結論に至りました。

一方、近年は米価の下落を反映したものと思いますが、先ほど申したように、平成２

７年の賃借料は三条地区、栄地区、下田地区とも大きく下がっています。農業委員会だ

より「向日葵」に掲載する賃借料情報には、その傾向がわかるように、例えば過去から

現在までの賃借料の推移を示す、また前年分の賃借料については１年のトータルではな

く、前年１０月から１２月までの直近の傾向も併記することで、翌年以降に実際に支払

われる賃借料の傾向がわかります。このように今後の賃借料情報については、よりわか

りやすいものを提供してまいりたいと考えております。

その他といたしまして、平成２２年から実施しているクリーン作戦につきまして、近
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年はごみのポイ捨てが減っており、一定の成果が見られたこと、また多面的機能交付金

事業を活用してクリーン運動を実施している地域もあることから、平成２８年度以降は

実施しないことにいたしました。

次に、毎年実施している水稲作況調査につきまして、平成２８年度は実施するかどう

かについて協議しました。水稲作況調査は、農業委員会の役割として義務づけられてい

るものではないこと、過去の水稲作況調査は市の農業所得標準課税の基礎資料として活

用していましたが、現在の農業所得は収支計算による課税へと変わり、作況調査の意義

は薄れてきていることなどにより、中止してもよいのではないかという意見がありまし

た。

一方、農業委員として三条市農業の主要作物である水稲の作況を把握しておく必要が

あるのではないか、また農業委員の目に見える活動として継続実施してはどうかなどの

理由により、平成２８年度も引き続き実施することにいたしました。

以上で農政対策部会からの報告を終わりにさせていただきます。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、報告の中でご質問がございましたらご発言いただきたいと思います。

３４番、廣川委員。

３４番（廣川哲也委員）

３４番、廣川です。今農対部長のほうからそれぞれご説明がありました。ただいまご

説明があったものを農業委員会のホームページ等で広く関係者の方にご案内をしていた

だきたいというふうにお願いをしたいと思います。

それと、賃借料情報を提供しているわけですが、この賃借料情報が賃借料の決定の参

考水準として認識をされているという中で、決してこの賃借料情報が賃借料の水準をあ

らわしていないんだというところに問題があって、各地区で参考賃借料の設定の動きが

広がっているという認識に至って、私の関係者のところからぜひ農業委員会で音頭をと

ってやってくれというお話があった経緯があります。ですから、関係者、ＪＡの関係、

土地改良区等々も含めて、皆さんが、いや、かえってこんなことをすると混乱を招くん

だよというような話であれば、それでいいんだろうと思いますが、私が承知している範

囲では、やはり農業委員会が主導して参考賃借料を設定してもらいたいということでご

ざいます。ですから、上越市の云々等とかそういうことでなくて、やはり賃借料を決め

るときの実勢をあらわすものを欲しているんだろうというふうに理解をしておりますの

で、いずれにしましても、本年度の賃借料情報については、日もございませんものです

から、こういうことになろうとは思いますが、来年度に向けて引き続きいろいろ各種団

体も含めてヒアリングをしつつ、前向きに進めていっていただきたいということをご意

見として申し上げます。

以上です。

議長（野﨑会長）



- 19 -

廣川委員さんの言うことは大変理解できました。全ての農業団体の意向調査もしなさ

いということですが、ちなみに今回私個人的にたまたまＪＡの経営管理委員会会長の吉

田文彦会長に会う機会がありましたので、賃借料についてお伺いしたわけでございます

が、組合としては、やはり農協は利用者の設定の中で動かなければならないということ

で、あくまでも相対の数字でいくのが我々の農協サイドの考え方であるというふうにお

っしゃっておりました。そういう意見の中で、今回こういう形になりましたが、これを

ぜひ理解していただいた中で、また来年度に廣川委員が言われるように何か方策を講じ

て考えていきたいと思いますので、どうかよろしくご理解のほどお願い申し上げます。

よろしいですか。

３４番（廣川哲也委員）

はい。

議長（野﨑会長）

捧委員。

１７番（捧 譽委員）

１７番ですが、私は廣川委員と同じようなことを現場から言われまして、現場では参

考になるものはなくて、むしろ混乱しているというようなことを言われまして、ぜひと

ももっと現場で相対のときに参考になるというか、話す材料になるようなものが欲しい

と強く要望されておりました。現地では、ゼロから２万円程度ですか、さまざまですね。

……（テープ交換）……何か参考のもとでやらないと、うまくいかないんじゃないかと

いうふうに思うわけです。

先ほどそれ、よりわかりやすい情報とおっしゃいましたよね。私が考えるには、今生

産者米価はこうだし、農業機械も高くなったし、いろいろやっぱりどのぐらい費用がか

かるのか、あるいはどのぐらいの収益になるのか、そういった参考のものを出したほう

が話しやすいんじゃないかと。それで、ああ、こんなもんだと。これは農業委員会に出

したんだから、あるいは農水省統計事務所に出したか、どうなるかわかりませんが、ま

た将来的には農業委員会みずから作況調査のような経営調査みたいのをやって出すのか

どうか、それは今後の問題ですが、ぜひやっぱりそういった数字は出す必要があるんじ

ゃないかと。

相対といっても、何が相対とか、特にまた出し手側もわからないですね、農業から離

れている中で。やっぱり一方的に言われたので、何と言って。そして、うちらの地域で

は今全体で今まで受けていたところは引き揚げて、地元が受け手がなくなってきている

と。入ってきている受け手も地域でいろいろいざこざがあったり、すっきりしないとい

うことで、何か良識的な我々はこうだと言わなくても、参考になるようなデータ、数字

というか、標準小作料ではないけれども、そういうほかにも標準小作料というのがあっ

て、そのことがあったとなると、そういったものをやっぱり出していったほうがいいん

じゃないかと。今回総会のほうでぜひおまえ言ってくれと言われたので、私は急遽その

ことも要望します。

議長（野﨑会長）
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捧委員の言われたことに対しまして、いい貴重な意見をいただきましたことには厚く

御礼を申し上げます。その件につきましても今後、廣川委員の内容と同じように、来年

度以降、考えていきたいと思いますが、ただし今回私、言いわけをするわけではござい

ませんが、生産費コストを出したらどうかと話をした経緯もあります。その中において、

やはり今大規模農家が年々ふえている中、面積、いろいろまちまちということで５ヘク

タールあるいは１０ヘクタール、２０ヘクタール、それぞれみんな異なっているわけで

ございます。その中で、生産費コストを出せと言われても、恐らく異なってくるのでは

ないかなということで、今回農政対策部会長、刈屋委員が言われたような体制をとった

わけでございます。あくまでも２７年度の１０月以降の数字を参考数字として出したい

と思いますので、その辺ご理解願いたいと思います。捧委員の言われたことに対しまし

て、来年以降、今年度中にまた考えていかなければならないかなと思っているところで

ございますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

１７番（捧 譽委員）

生産費についてはケース・バイ・ケースで、今ちまたに出ているというか、そう大き

くなっていませんけど、統計事務所の出している数字がありますよね。あれは規模別に

出ていますね。ああいったものも一つの材料になるかと思うんです。その意味について

は、ちまたというか、ホームページか何か出すと出ますよね。出るんですが、それを知

っている方というのはほとんど、特に出し手側、今農業をやる人で委託する方、わから

ないんじゃないかと思って、そして中には今までの感覚でもって、いや、もっと金取っ

ているんじゃないかとか思っている人もおるし、いや、また今非常に厳しいんだという

ようなことで言われている事例もあるかもしれないんですが、そういったことをやっぱ

りもやもやした状態で進むんじゃなくて、何かどれだけきちんとしているかわからない

けども、そういうデータがないわけじゃない。そのデータをやっぱり今後もまたさらに

地域に合ったものにしていくという努力をこの農業委員会は率先してやっていくべきじ

ゃないかと私は思うんですが、追加ですが。

議長（野﨑会長）

わかりました。そのように今後努めたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

１６番。

１６番（佐藤 満委員）

今捧さんも廣川さんも言われたことなんですけども、私も今回１０月半ばからこうい

うことが言われて、一応地区の中野原生産組合組織に１反当たり、１０ａ当たりみんな

作業をして、もう百姓をできない、標準化している作業できないので、みんな生産組合

組織に任せておくという人があらわれましたので、これを一応どのくらいかかるんだか、

書いたものを生産組合からもらいまして、そのお客様に大体１反当たりこういうのがか

かりますと。一旦作業委託の中に入っていないのがありまして、というのは畦畔のあぜ

というところが下田地区は大変面積が広過ぎるので、その追加量の面積も大体面積当た

り幾ら幾らときちっと書いてありましたので、ああ、なかなか細かいことも書いてある

なと。作業は田んぼの中で秋作業もございましたが、下田地区中野原地内で生産組合が
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新しくございました。住民はちょっと出てきました。それだけ農薬もかかるし、きちっ

と農薬からこやしもまいていって、乾燥しなくて田んぼの中での農作業で１２万かかる

ということでお客さんにお示しいたしました。本当にそれでも１個言うて作業、自分の

田んぼを守るためにはやっぱりそのぐらいかかっても仕方ないというあらわれだと思い

ますが、本当に皆さん、作業をさせてもらうと、細かく書いてもらって、そのかわり下

田地区の畦畔のいっぱいのところは農家から水田の耕作面積より畦畔のほうにまくお金

のほうがでっかいと、そういうことで本当にかわいそうだなと思うところもありました。

そういうことで、一部の生産組合組織とか法人の組織では、やっぱりそれがもとでお客

さんを困らせるわけでもないが、私たち作業をしてこのぐらいかかりましたという値段

を各地区の法人化生産組合できちっとしたのをまとめたのを提出して把握したほうが我

々の機械、賃金等もやりやすいと思います。そういうところもありましたら、栄地区、

三条地区の農業関係団体もそういうのを寄せて、地区地区にやっぱりこういう細かくな

くても大ざっぱでもよいですが、書いたほうがいいんじゃないかなと。というのは、な

ぜかというと、穂肥も１回４０ｋｇをまくところもあれば２５ｋｇで終わるところもあ

りますが、それはそれとして別にしていいんですけど、作業委託の機械はほとんど同じ

作業をいたしますので、そのぐらいのことは大体生産組合組織の人たちの名下地区、下

田は加工そばとか中野原とか大浦地区とかいろいろ地区によって違うと思いますが、や

っぱりそういう生産組合組織から一応そういうものを出してもらって、それを注文した

ほうがいいんじゃないかなと思います。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

佐藤委員の内容につきましても今後検討していきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

ほかにありませんでしょうか。

ないようですので、報第２号『農政対策部会の結果報告について』終了します。

農政対策部会長は自席へお戻りください。どうもご苦労さまでした。

議長（野﨑会長）

続きまして、報第３号から報第６号まで、続けて事務局より報告願います。

事務局（堀事務局長）

（別添報告書により説明）

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、報告の中でご質問がございましたらご発言いただきたいと思います。

ご発言がないようですので、報告事項を終わります。

議長（野﨑会長）
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来月の調査部会開催案内をお願いいたします。

第１調査部会長、１２番、大竹正信委員。

第１調査部会長（１２番大竹正信委員）

来月の総会は、第１調査部会の当番でございます。２月の２５日午前９時から厚生会

館第２集会室で会議を開催いたします。関係委員の方は、出席をお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

続きまして、農政対策部会の開催案内をお願いいたします。

農政対策部会長、１５番、刈屋一夫委員。

農政対策部会長（１５番刈屋一夫委員）

議第８号『平成２８年度農作業賃金及び機械作業料金について』の審議の結果、農政

対策部会に付託を受けましたので、２月１９日午後１時半から厚生会館第２集会室で会

議を開催いたします。関係委員は出席をお願いいたします。

以上で報告を終わります。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

なお、来月の総会は２９日午前９時半開会を予定しております。

それでは、長時間にわたってご審議いただきまして、ありがとうございました。

以上をもちまして定例総会を閉会いたします。

午後４時４０分 閉会
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会議の 末を記載し、その相違ないことを証するために、ここに署名捺印する。

三 条 市 農 業 委 員 会 会 長

議事録署名委員（１１番）

議事録署名委員（２５番）


